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通話録音要約システム「Voice Digest」の製品化および 

株式会社ベネッセコーポレーション、株式会社 TMJへ正式導入決定のお知らせ 

 

 

当社は、通話録音要約システム「Voice Digest」を株式会社ベネッセコーポレーション（以下、「ベネッセ」

という）、株式会社 TMJ（以下、「TMJ」という）に向けに 2025年 1月 30日に正式に導入されることが決定いた

しましたので下記の通りお知らせいたします。 

なお、当社といたしましては今後も投資家の皆様に対する情報発信の強化に努めてまいります。 

 

１．本件開始の背景 

近年、コールセンター業務における顧客の声（VoC：Voice of Customer）の分析（以下「VoC分析」という）

が重要視されています。電話対応業務において、通話内容をリアルタイムにテキスト化することは当社製品で

ある「Voice Contact」にてすでに提供をして VoC分析に活用おりました。 

一方で、コールセンターには通話内容を録音した音声データ膨大に存在しておりました。この音声データに

対しては既存のリアルタイム音声テキスト化技術では対応しきれてはいないものの、そこに埋もれる重要な情

報を活用するニーズが高まっていました。 

当社は、この課題を解決するため、AI 音声技術に強みを持つ当社、教育・業務ノウハウを有するベネッセ、

コールセンター運営知見を持つ TMJ の３社が協力し、通話内容を録音し、AI 音声認識と生成 AI を活用してテ

キスト化および要約を行う通話録音要約システム「Voice Digest」の開発に至りました。 

 

２．新たな製品の概要 

（１）新たな製品の内容等 

詳細につきましては、別紙の参考資料をご覧ください。 

 

３．今後の見通し 

本件における 2025年 12月期の業績に与える影響は軽微であると考えておりますが、中長期的には当社の

業績向上に資するものと想定しております。事業の進展により、今後開示すべき事項が生じた場合には速や

かに開示いたします。 
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「通話録音要約システム（Voice Digest）」を開発・リリース 

-AI を活用し、通話録音から生成 AI 要約まで一気通貫で提供- 

 

Ｈｍｃｏｍｍ株式会社（本社：東京都、代表取締役：三本 幸司、以下Ｈｍｃｏｍｍ）は通話録音

データを要約し活用可能な「通話録音要約システム」を開発し、初の導入企業様として株式会社ベ

ネッセコーポレーション（以下、ベネッセ）、株式会社 TMJ（以下、TMJ）に向け 2025年 1月 30日

に正式リリースいたしました。 

 

「通話録音要約システム」とは 

本システムは、企業のコールセンターや電話応対業務において、通話内容を録音し、AI音声認識

と生成 AIを活用してテキスト化および要約を行うソリューションです。従来のリアルタイム音声

テキスト化システムとは異なり、リアルタイム処理が不要な通話録音データも分析対象とすること

で、より包括的な情報活用が可能になります。 

 

開発の背景 

近年、コールセンター業務における顧客の声（VoC：Voice of Customer）の分析が重要視されて

います。既存のリアルタイム音声テキスト化技術では対応しきれない膨大な通話録音データが存在

し、そこに埋もれる重要な情報を活用するニーズが高まっていました。この課題を解決するため、

AI音声技術に強みを持つ当社、教育・業務ノウハウを有するベネッセ様、コールセンター運営知見

を持つ TMJ様の３社が協力し、本システムの開発に至りました。 

 

本システムの特長 

1. 通話録音機能 

• 大規模なコールセンターの業務全通話を信頼高く確実に録音し保存が可能。 

2. 音声認識及び要約機能 

• 高品質な音声認識を実現し、コールセンター業務に求められる高い品質を実現。 

• 生成 AIが文脈を解析し自動要約することで対応時間を短縮。 

3. 一気通貫のワークフロー 



 

• 既存システムと連携させることで、既存運用への影響を最小に抑え業務効率を最大化

します。 

4. 高セキュリティ環境への対応 

• オンプレミス環境やプライベートクラウド環境でも導入しやすい構成を選択可能。 

• セキュリティ要件が厳しい業務にも安心して使用できるセキュアな仕様。 

 

導入効果 

• 業務効率向上：録音・テキスト化・要約により、情報管理の手間を大幅に削減 

• CX（顧客体験）の向上：迅速かつ正確な対応が可能になり、顧客満足度向上 

• 品質管理とトレーニングの最適化：オペレーターの対応レベル向上 

• データ活用の強化：通話データの分析により、マーケティングやサービス改善に活用 

今後の展開 

当社では「Voice Contact」をはじめとする AI×音声技術のソリューションを通じ、コールセン

ターの DX（デジタル・トランスフォーメーション）を支援してまいります。生成 AIのさらなる

高度化や、多チャネル対応・外部システム連携など、新たな価値創出につながる機能強化を継続

的に行うことで、幅広い業種・規模のコールセンターに最適なサービスを提供していく所存で

す。 

●株式会社ベネッセコーポレーション コンタクトセンター運営部 部長 

稲垣 昇司様のコメント 

当社が「通録要約システム」を導入する決め手となったのは、AIコンタクトセンターシステム

「Voice Contact」が当社のニーズに合わせて柔軟にカスタマイズ可能であり、業務効率化や品質

向上といった課題解決に大きく貢献してきた実績があるためです。実際に導入した結果、業務プロ

セスの効率化や対応の正確性向上だけでなく、オペレーターの負担軽減にもつながり、現場の働き

やすさが向上しました。今後も、Ｈｍｃｏｍｍ株式会社様にはこれまでの実績を活かしながら、さ

らなる技術革新とサービスの向上に取り組んでいただき、当社の業務課題に対する最適なソリュー

ションを提供していただけることを期待しています。 



 

●Ｈｍｃｏｍｍ株式会社 常務取締役 CTO 上野 修 

「通話録音要約システム（Voice Digest）」のリリースにより、音声データの活用は新たなステ

ージへと進化しました。音声認識と生成 AIを組み合わせることで、社名の由来である "Human 

× Machine Communication" の実現に向けたプロダクトを新たに創出することができました。5

番目のプロダクトになります。音声 AIの可能性は無限大です。当社は、その可能性を追求し、 

未来のコミュニケーションのあり方を根本から変革してまいります。 

 

Ｈｍｃｏｍｍ株式会社について 

代表取締役 CEO 三本 幸司 

URL   https://hmcom.co.jp 

設立日  2012年 7月 24日 

所在地  東京都港区芝大門２－１１－１ 富士ビル２階 

事業内容 人工知能（AI）音声処理技術を基盤とした要素技術の研究/開発およびソリューション/

サービスの提供を行っております。コールセンター向け AI音声認識プロダクト「Voice 

Contact」と異音検知プロダクト「FAST-D」を基盤とし、「音から価値を創出し、革新的

サービスを提供することにより社会に貢献する」を理念としています。 

 

 

 

<本リリースに関するお問合せ> 

報道関係者様：Ｈｍｃｏｍｍ株式会社 IR 担当  hm_ir@hmcom.co.jp 

企業様：Ｈｍｃｏｍｍ株式会社 営業マーケティング部 sales_team@hmcom.co.jp 

TEL：03-6550-9830   FAX：03-6550-9831 
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